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1． はじめに 

新橋駅は JR 東日本エリアの 2018 年度の乗車人員

が第 7 位のターミナル駅である。新橋駅の高架橋構

造は、山手･京浜東北線の４線の高架下がレンガアー

チ構造となっている。レンガアーチ高架橋は現在の

耐震基準を満たしておらず、新橋駅では SRC(Steel 

Reinforced Concrete)高架橋に改築し、耐震性能向

上と高架下のコンコースを拡幅する工事を進めてい

る。本文では SRC 高架橋改築の概要を説明する。 

2.SRC 高架橋改築ステップ 

2.1.改築ステップ 

SRC 高架橋改築の概略ステップを図１に示す。 

STEP1 工事桁架設 

 レンガアーチ撤去に先立ち、軌道の仮受けを行う。

仮受けは、既設の直結軌道をバラスト軌道化し、レン

ガ橋脚上にコンクリート基礎による仮支点を設ける

ことで実施する。なお、今回の工事桁は仮設ではなく

本設工事桁とした。これにより、仮設工事桁の設置及

び撤去が不要となったため、仮設工事費の削減、工期

短縮につながった。 

STEP2 アーチ部撤去 

 工事桁設置後にアーチ部を撤去していく。撤去後

レンガアーチは単柱となるため、仮支点にかかる荷

重影響範囲のレンガが倒壊する可能性がある。そこ

で事前にレンガ橋脚部頭部にブラケット及びせん断

補強筋を設置し、補強している。 

STEP3 SRC 高架橋の設置 

 その後 SRC 高架橋を構築するために本設柱、仮設

橋脚、SRC 高架橋の横梁を設置する。工事桁を仮支点

から横梁へ受けかえ、レンガ橋脚を撤去し、SRC の縦

梁･スラブを構築する。最後に仮橋脚を撤去し、改築

が完了する。 

2.2.既設レンガアーチ高架橋撤去における検討 

レンガアーチ高架橋はアーチアクションによって

曲げモーメントを減少させ、圧縮力で支えるととも

に、高架橋端部では剛性の大きい橋台を有する構造

物である。しかし新橋駅での既設レンガアーチ高架

橋の撤去は段階施工となるため、改築中に中間橋脚

が端部となる場合がある(図２)。剛性の小さな橋脚

が端部となるため、アーチアクションが弱まる可能

性があることから、構造の安全性を検証するために

以下の考えを元に解析を行った。 

レンガアーチ高架橋はレンガの物性値が異なり、

許容応力度の設定が困難である。したがって、安全

確保の検討においては、許容応力度ではなく、改築

中の発生応力度が現状非悪化となることを確認する

こととした。レンガの物性値は「東京レンガ高架橋

維持管理に関する技術検討会 報告書2002年１月 

東日本旅客鉄道株式会社東京支社」を基準としてい

る。（表１） 

表１ レンガアーチ高架橋 割裂引張強度試験結果 

 

 解析の結果より以下のことが判明した。 

･改築の際、中間橋脚が端部のとき、レンガアーチ

撤去時に端部の剛性が小さく無補強の状態では、工

事桁が未架設な径間で、橋脚及びアーチクラウンは

現状悪化となる(図３)。  

･改築の際、中間橋脚の剛性を大きくする補強を施

工した状態であると、工事桁が未架設な径間で、ア

ーチクラウン及び橋脚は現状非悪化である (図

４)。 

2.3.端部補強 

通常、SRC高架橋に改築しないレンガアーチ高架

橋の耐震構造は内巻き耐震補強をしているが、改築

後中間部で端部橋脚になる箇所においては大地震を
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想定し、内巻き補強の２倍の耐力を有する補強を行

うとともに、せん断補強鋼材を設置するといった端

部補強を行うことで、剛性を保つ構造物とした（図

５）。 

なお上記の端部補強が施工できない場合は、仮端

部補強として斜材と単柱材の固定橋脚のフーチング

下端にストラット材を設置する(図６)。これにより

橋脚部の安定性を保つこととした。 

3.施工ステップの検討 

 新橋駅改良では2020年夏までに完了させる工事範

囲をＡエリア、2020年夏以降に施工する工事範囲は

Ｂエリアとしている(図７)。当初、Ｂエリアにおけ

る端部補強の施工では2020年夏以降に施工するため

段階施工の後半で行う予定であった。しかし現在Ａ

エリアの工事において、本設端部補強箇所がヤード

化されていることから、施工調整を行い、Ｂエリア

で2020年夏より前に先行施工できる工程に変更し

た。端部補強を先行して施工することで仮端部補強

を行う必要がなくなり、大幅なコストダウン及び工

期短縮につながった。 

4.まとめ 

新橋駅改良工事では 2010 年度に着手し、SRC 高架

橋改築はおおよそ 2/3 が完了している。全体の工事

としては 2028 年度に完成予定である。 

今後もお客さまの安全を確保しつつ、着実に工事

を進めていきたい。 

 

図１:レンガ高架橋改築手順概略図 

 

図２：レンガアーチ改築略図 

 

図３：工事桁架設無と端部無補強の状態 

 

図４:工事桁架設無と端部補強した状態 

 

図５:RC 内巻きによる端部補強 

 

図６:仮端部補強概略図 

 

図７:新橋駅改良施工区分 

 

図８:Ｂエリア施工概要説明図 
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